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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、記憶の形成、固定、想起に関わる神経メカニズムを、電気生理学と光遺伝学を用いて解析

しようとするものである。特に、前帯状皮質や、前帯状皮質と海馬の相互作用に着目して、新しい非侵

襲的光遺伝学や多数のニューロンの同時記録などの手法を駆使して解析するなどの点にも特徴がある。 

（意見等） 

 記憶ニューロン一般が持つ生理的な特徴を解き明かす、という一部の研究項目は新型コロナウイル

ス感染症の影響により開始時期が遅延したが、その後は順調に進展している。それ以外の研究項目につ

いては大幅に研究が進展した。特に、脳領域間の記憶ニューロンや脳波の活動が協調的に調節される仕

組みや、古い記憶の想起時に特徴的な脳波の発見などは重要な成果であり、今後の更なる発展が期待で

きる。 

 


